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平成31年度生麦地域ケアプラザＰＤＣＡシート_公表用 （事業計画書、事業報告書、事業実績評価）

—総括表—
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の方向性
歴史を大切にしている地区であります。年間を通じ、数々の伝統行事があり、地域の方々が一丸となって町を盛り上げています。伝統行
事を通して、若い世代へ伝統を継承することにより、住民同士がつながり、様々な世代が交流するきっかけとなっています。また、地域に
愛着を持っていらっしゃる方も多く、向こう三軒両隣の関係や、地域活動などを通した人と人との温かいつながりがあります。地域の状況
としては、国道15号線と鉄道線路の間に新しいマンションが立ち並び、子育て世代の居住率の高まりと併せ、地区別高齢化率も高まり、
地元の方と転入者の方が混在している傾向にあります。そのため、これまで大切に守られてきた伝統を、次世代へ語り継ぐことのできる
支援が必要であると考え、多世代交流や青少年育成、子育て世帯へのアプローチ等を積極的に行い、世代を超えたつながりやネット
ワークの拡充が必要だと考えます。

□ 今年度の重点的な取組

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り

—具体的な取組内容－

エリアの中を自治会、拠点からの距離、道路との関係、建物の種類などいくつかの要素により細かいクラスターに
分け地区分析を行う。また、自主事業参加者を対象にどのような商店や病院等を利用しているのか把握し、生活
上での利用状況を可視化する。

園芸を趣味にしている方や園芸に興味を持っている方を対象に、ボランティアグループ設立を視野に入れた園芸
講座を開催する。

包括レベル地域ケア会議として、民生委員と友愛活動員の懇談会、要介護者支援担当者懇談会を行う。

エンディングノートの普及啓発活動を行う。自主事業、出張講座、老人クラブでの集まり、サロンなどの場を利用す
る。講座、サロン活動などの中で、リビングウイルや事前指示書の作成などについても参加した人たちがともに考
える場を設定する。

薬局とケアマネジャーの情報交換、意見交換会を年1回開催する。

□ 区からのコメント



１　施設の適切な運営について

取組
計画

実績

２　指定介護予防支援事業、居宅介護支援事業

目標

職員
体制

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

３　通所系サービス事業

目標

実施
体制

実費
負担

職員
体制

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

平成31年度生麦地域ケアプラザ事業計画書・事業報告書（施設運営、介護保険事業）

公正・中立性の確保について
コンプライアンスへの対応について

（事故防止、個人情報保護等）

利用者、事業者を問わず、公正・中立性を確保する
ための取組を行います。
 利用者にはエリア内の全ての事業者から自ら選択
をしていただけるように資料を 揃えてわかりやすく
説明します。事業者には、利用者の希望や事業者
の特徴を考慮しつつも公正な依頼をします。

個人情報はその方の人格そのものであるという意識を持ち、その取り扱い
について配慮を高めます。実際の個人情報の取り扱いとして、契約書、個
人ファイル、電子媒体などは 施錠できるロッカーなどで保管することとし、
業務上持ち出しが必要な場合には、紛失や漏えいのないよう最小限の情
報のみの持ち出しとします。 事故や“ヒヤリハット”があった場合は、 検証
や事故防止の対策を行い、その情報を全職員で共有します。職員の危機
管理 意識を高め、同じことが起きないよう周知徹底します。

指定介護予防支援事業
第１号介護予防支援事業

居宅介護支援事業

高齢者が地域で生きがいや役割をもって生活できる。介
護予防、自立支援を盛り込んだ介護予防サービス・支援
計画書が作成できる。

年間480件の給付を行い、介護保険事業の安
定した運営を行う。

管理者　　　　　1名(兼務)
担当職員　　　　3名(兼務)
(社会福祉士1名、主任ケアマネジャー1名、保健師1名)

管理者　　　　　　  1名（兼務）
担当職員　　　　　 2名

利用者
実績
（人）

通所介護
認知症対応型通所介護

第１号通所事業
介護予防認知症対応型通所介護

利用者
実績
（人）

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

【実施日数】

【提供時間】

【定員】



収入の部 （単位：円）

当初予算額（A） 補正額（B） 予算現額（C=A+B） 決算額（D） 差引（C-D）
17,661,611 17,661,611 17,661,611 横浜市より

0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 0

0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 0 0

印刷代 0 0 0

自動販売機手数料 0 0 基本的に、この行は入力しません

駐車場利用料収入 0 0 基本的に、この行は入力しません

その他（指定管理充当分） 0 0 0

0 0 0

400,000 400,000 400,000

18,061,611 0 18,061,611 0 18,061,611

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

9,513,971 0 9,513,971 0 9,513,971

6,584,427 6,584,427 0 6,584,427

761,298 761,298 0 761,298

1,971,496 1,971,496 0 1,971,496

35,500 35,500 0 35,500

0 0 0 0 ハマふれんど

161,250 161,250 0 161,250

0 0 0 0

2,195,500 0 2,195,500 0 2,195,500

36,000 36,000 0 36,000

90,000 90,000 0 90,000

0 0 0 0

142,200 142,200 0 142,200

541,400 541,400 0 541,400

0 0 0 0 0

横浜市への支払分 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

50,000 50,000 0 50,000

0 0 0 0

134,300 134,300 0 134,300

20,000 20,000 0 20,000

18,960 18,960 0 18,960

527,040 527,040 0 527,040

0 0 0 0

176,000 176,000 0 176,000

459,600 459,600 0 459,600

992,000 0 992,000 0 992,000

42,000 42,000 0 42,000 予算：指定額

950,000 950,000 0 950,000

4,439,800 4,439,800 0 4,439,800

0 0 0 0

1,393,560 0 1,393,560 0 1,393,560

電気料金 1,232,400 1,232,400 0 1,232,400

ガス料金 18,960 18,960 0 18,960

水道料金 142,200 142,200 0 142,200

824,760 824,760 0 824,760

474,000 474,000 0 474,000 予算：指定額

455,040 455,040 0 455,040

1,292,440 0 1,292,440 0 1,292,440

空調衛生設備保守 530,880 530,880 0 530,880

消防設備保守 67,940 67,940 0 67,940

電気設備保守 398,160 398,160 0 398,160

害虫駆除清掃保守 63,200 63,200 0 63,200

駐車場設備保全費 0 0 0 0

その他保全費 232,260 232,260 0 232,260

0 0 0

0 0 0

920,340 0 920,340 0 920,340

0 0 基本的に、この行は入力しません

920,340 920,340 0 920,340

0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 0 0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 基本的に、この行は入力しません

18,061,611 0 18,061,611 0 18,061,611

0 0 0 0 0

550,000 550,000 0 550,000 自主事業への参加料等

1,500,000 1,500,000 0 1,500,000 自主事業経費

△ 950,000 0 △ 950,000 0 △ 950,000

0 0 0 駐車場利用料金・自動販売機手数料収入等法人収入

0 0 0 0 使用料（横浜市への支払等）

0 0 0 0

自主事業収支

管理許可・目的外使用許可収入
管理許可・目的外使用許可支出
管理許可・目的外使用許可収支

当該施設分
ニーズ対応費
支出合計

差引

自主事業費収入
自主事業費支出

清掃費
修繕費

光熱水費

管理費
建築物・建築設備点検

本部分

その他
公租公課

共益費

機械警備費
設備保全費

事業所税
消費税
印紙税
その他（　　　　　）

事務経費　（計算根拠を説明欄に記載）

振込手数料
リース料
手数料

施設賠償責任保険
職員等研修費

事業費
運営協議会経費
指定管理料充当　事業

地域協力費
その他

会議賄い費
印刷製本費

旅費
消耗品費

その他
事務費

備品購入費
図書購入費

通信費
使用料及び賃借料

勤労者福祉共済掛金
退職給付引当金繰入額

指定管理料
利用料金収入
指定管理料充当　事業

手当計
健康診断費

本俸
社会保険料

科目

人件費

支出の部

平成31年度　「生麦地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜地域活動交流＞

収入合計

その他（施設使用料相当額　法人負担分）
その他（提案時控除     法人負担分）

自主事業収入
雑入

科目



収入の部 （単位：円）
当初予算額

（A）
補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

22,822,593 22,822,593 22,822,593 横浜市より
150,400 150,400 150,400 横浜市より

5,792,000 5,792,000 5,792,000 横浜市より
0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 0 0

印刷代 0 0 0

自動販売機手数料 0 0 0 基本的に、この行は入力しません

駐車場利用料収入 0 0 0 基本的に、この行は入力しません

その他（指定管理充当分） 0 0 0

100,000 100,000 100,000

28,864,993 0 28,864,993 0 28,864,993

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

24,041,293 0 24,041,293 0 24,041,293

13,756,035 13,756,035 13,756,035

3,352,412 3,352,412 3,352,412

6,059,096 6,059,096 6,059,096

225,000 225,000 225,000

0 0 ハマふれんど

648,750 648,750 648,750

0 0

1,906,500 0 1,906,500 0 1,906,500

120,000 120,000 120,000

190,000 190,000 190,000

10,000 10,000 10,000

67,800 67,800 67,800

286,600 286,600 286,600

0 0 0 0 0

横浜市への支払分 0 0 0

その他 0 0 0 0

50,000 50,000 50,000

0 0 0

85,700 85,700 85,700

100,000 100,000 100,000

5,040 5,040 5,040

360,960 360,960 360,960

0 0 0

144,000 144,000 144,000

486,400 486,400 486,400

1,737,000 0 1,737,000 0 1,737,000

630,000 630,000 630,000 予算：指定額

644,600 644,600 644,600

150,400 150,400 150,400

312,000 312,000 312,000 予算：指定額

1,180,200 0 1,180,200 0 1,180,200

0 0 0 予算：指定額

370,440 0 370,440 0 370,440

電気料金 327,600 327,600 0 327,600

ガス料金 5,040 5,040 0 5,040

水道料金 37,800 37,800 0 37,800

219,240 219,240 219,240

126,000 126,000 126,000 予算：指定額

120,960 120,960 120,960

343,560 0 343,560 0 343,560

空調衛生設備保守 141,120 141,120 141,120

消防設備保守 18,060 18,060 18,060

電気設備保守 105,840 105,840 105,840

害虫駆除清掃保守 16,800 16,800 16,800

駐車場設備保全費 0 0 0

その他保全費 61,740 61,740 61,740

0 0

0 0

0 0 0 0 0

0 0

0 0 0

0 0

0 0

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

28,864,993 0 28,864,993 0 28,864,993

0 0 0 0 0

80,000 80,000 80,000 自主事業への参加料等

724,600 724,600 724,600 自主事業経費

△ 644,600 △ 644,600 0 △ 644,600

0 0 駐車場利用料金・自動販売機手数料収入等法人収入

0 0 使用料（横浜市への支払等）

0 0 0 0 0

管理許可・目的外使用許可支出
管理許可・目的外使用許可収支

支出合計
差引

自主事業費収入
自主事業費支出
自主事業収支

管理許可・目的外使用許可収入

光熱水費

当該施設分

基本的に、この行は入力しません。

公租公課
事業所税
消費税
印紙税
その他（　　　　　）

ニーズ対応費

清掃費
修繕費
機械警備費
設備保全費

共益費
その他

事務経費　（計算根拠を説明欄に記載）

本部分

建築物・建築設備点検

振込手数料
リース料
手数料
地域協力費
その他

事業費
協力医
指定管理料充当　事業（包括）

指定管理料充当　事業（介護予防）

指定管理料充当　事業（生活支援）

管理費

健康診断費
勤労者福祉共済掛金

手当計

その他
事務費

備品購入費
図書購入費
施設賠償責任保険
職員等研修費

退職給付引当金繰入額

旅費
消耗品費
会議賄い費
印刷製本費
通信費
使用料及び賃借料

指定管理料（包括）

平成３１年度　「生麦地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（特別会計）＜包括・介護予防・生活支援＞

科目

指定管理料（介護予防）
指定管理料（生活支援）

社会保険料

支出の部

利用料金収入
指定管理料充当事業（包括）

指定管理料充当事業（介護予防）

指定管理料充当事業（生活支援）

自主事業収入
雑入

その他（提案時控除     法人負担分）

収入合計

科目

人件費
本俸



平成31年４月１日～令和２年３月31日

（単位：千円）

予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引

2,860 2,860 2,340 2,340 5,920 5,920 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

事業・負担金収入 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

2,860 0 2,860 2,340 0 2,340 5,920 0 5,920 0 0 0 0 0 0

1,200 1,200 1,200 1,200 8,500 8,500 0 0

100 100 100 100 300 300 0 0

0 0 50 50 0 0

0 0 0 0 0 0

1,265 1,265 1,035 1,035 0 0 0 0 0 0 0 0 0

利用者負担軽減額 0 0 0 0 0

消費税 0 0 0 0 0

介護予防プラン委託料 1,265 1,265 1,035 1,035 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

2,565 0 2,565 2,335 0 2,335 8,850 0 8,850 0 0 0 0 0 0

295 0 295 5 0 5 -2,930 0 -2,930 0 0 0 0 0 0

※　介護予防プランを他事業者へ委託する場合の取扱は、介護報酬を一旦全額収入に計上した後、他事業者へ委託料として支払う分を支出に計上してください。

※ 上記以外の事業を実施している場合は、事業ごとに列を追加して記載してください。

支
出

 人件費

 事務費

 事業費

 管理費

 その他

収支　（Ａ）－（Ｂ）

支出合計（Ｂ）

居宅介護支援 通所介護 第１号通所介護

平成３１年度　地域ケアプラザ収支予算書及び報告書＜介護保険事業分＞

施設名：生麦地域ケアプラザ

収
入

科目

 介護保険収入

 その他

収入合計（Ａ）

介護予防支援第1号介護予防支援



（様式４）自主事業計画書・報告書生麦.xlsx

生麦地域ケアプラザ

１　地域交流 1　高齢者 1　優先的に取り組み

２　包括 2　障害者 2　発展させるねらい

３　生活支援体制整備事業 3　乳幼児

４　共催（１と２） 4　子ども

５　共催（１と３） 5　地域

６　共催（２と３） 6　事業者

７　共催（１と２と３） 7　その他

番号 事業名
開始
年度

事業
主な

対象者
従たる
対象者

事業の
性質

事業目的 事業内容・実施時期
実施
回数

延べ参加
人数

1 ちょこっと体操＆お
しゃべりタイム

平成27
年度

２
　
包
括

1
　
高
齢
者

５
　
地
域

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

高齢者の閉じこもり予防を目的に、短時間の
座って出来る体操の実施と気軽に集まりお
しゃべりできる場を提供する。また固定の職員
で実施を継続していくことで、初めて自主事業
へ参加する方への不安軽減を図る。

・保健師による座って出来る体操30分＋茶話会30分の実
施。
・会場：生麦地域ケアプラザ
・年12回　毎月第1水曜日　10時30分～11時30分

3
生麦第一地区保健
活動推進員健康づ
くり講座

平成24
年度

２
　
包
括

5
　
地
域

１
　
高
齢
者

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

生麦第一地区保健活動推進員と共催で、地
域の方々の健康増進を目指す。

・生麦第一地区保健活動推進員の年間計画にそって実施
する。健康測定会、健康づくりに関する講座等の実施。
・会場：主に生麦地域ケアプラザ
・実施時期、回数は調整中
・生麦第一地区保健活動推進員と共催

５
　
地
域

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

ケアプラザから遠い地域に住む方々にも、身
近な場所で介護予防につながる取り組みへ
の参加や相談が出来る機会の提供を行う。

・ケアプラザ職員等による様々な講座の実施や地域包括
支援センター職員による総合相談の機会。
・会場：生麦北町中部町内会館(予定)
・実施時期、回数は調整中2

なまむぎ愛レン
ジャーが行く！出
張講座

平成29
年度

７
　
共
催

（
１
と

２
と
３

）

1
　
高
齢
者

5 えんぴつサロン
平成30
年度

７
　
共
催

（
１
と

２
と
３

）

1
　
高
齢
者

５
　
地
域

2
　
発
展
さ
せ
る

ね
ら
い

朝食後に歩いてケアプラザに集まり、おしゃべ
りできる場の提供を行う。閉じこもり予防、認
知症、認知症に関する理解啓発、エンディン
グノート配布・啓発、高齢者サロン作りのモデ
ル提示などを目的とする。

・プリントを準備し、本日の脳トレ(30分)、本日のトピック（15分）・ケアプ
ラ事業紹介とエンディングノート紹介（10分）、おしゃべりをしながら、脳
トレプリント（20～30分）を実施。
・会場：生麦地域ケアプラザ
・年12回　毎月第4月曜日　10時00分～11時30分
・参加費　50円

１
　
高
齢
者

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

介護者の負担を軽減するため、認知症の人
やその家族が、地域の人や専門職と相互に
情報を共有し、お互いを理解し合う場を提供
する。

・参加者同士が自己紹介をした後、茶話会として他の参加者と
情報共有をしたり、旅のことばカード等を使い楽しく時間を過ご
す。専門職による介護に関するミニ講義も年度内で数回実施予
定。その際のテーマは「認知症の基礎知識」「認知症の高齢者
のケアポイント」「介護用品の賢い利用方法」等の実施。
・会場：生麦地域ケアプラザ
・年12回　毎月第4火曜　13時00分～14時40分

4 ココリラ麦の風
平成30
年度

２
　
包
括

5
　
地
域

7
障がいのある方と
家族のための権利
擁護

平成30
年度

２
　
包
括

2
　
障
害
者

１
　
高
齢
者

2
　
発
展
さ
せ
る

ね
ら
い

成年後見と後見的支援制度を学ぶ機会を提供する。
障がいのある方の世話をしていた親族が高齢になるこ
とで何が変化していくか知る事で、高齢者・障がい分野
の課題を当事者が解決できるよう、エンパワメントす
る。また、地域にある課題として、広く一般に啓発する
ことで、地域の見守りの目を強化し、生活者として安心
してくらしつづけられる土壌を醸成する。

・成年後見と後見的支援制度についての講座の実施
・会場：生麦地域ケアプラザ
・第1回9月　第2回以降は未定
・基幹相談センター、後見的支援室共催

５
　
地
域

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

オーラルフレイル防止、高齢者の閉じこもり予
防、権利擁護事業啓発、消費者被害防止、認
知症啓発、総合相談窓口の拡大を目的に実
施する。

・呼吸を整えるストレッチ、口の体操、発音、発声、音読などを行
う（30分程度）。おしゃべりができる場面をつくり、さわやかで楽し
い気持ちになったところで、権利擁護、消費者被害防止、認知症
啓発の講座の実施。（45分程度）
・会場：生麦地域ケアプラザ
・年12回　毎月第1金曜日　13時30分～14時40分（このあと、個
別相談をうける時間を設ける）

6 ますます♡おたっ
しゃクラブ

平成30
年度

２
　
包
括

1
　
高
齢
者

9 健康体操
平成23
年度

７
　
共
催

（
１
と

２
と
３

）

5
　
地
域

地
域

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

参加者が楽しく身体を動かすことで健康維持
に役立てる。参加者の仲間づくりの場とする。

・介護予防体操専門の講師を招き、体操を行う。柔軟性を高め
るストレッチ、筋力アップのための筋コンディショニング、チューブ
エクササイズやエアロビクスの要素を取り入れた有酸素運動を
行い、健康意識の向上を目指して取り組む。
・会場：生麦地域ケアプラザ
・毎週月曜日　13時30分～15時00分

４
子
ど
も
青
少
年

2
　
発
展
さ
せ
る

ね
ら
い

認知症の正しい理解と対応法を広く地域の人
に知っていただくこと、および、超高齢化社会
の中で高齢者と自然と接することができる若
い世代を育成することを目的として実施する。

・認知症サポーター養成講座の実施。
・会場：生麦地域ケアプラザ
・大人向け年2回、子ども向け年2回
・地域のキャラバン・メイト、生麦劇団と協力して実施。8 認知症サポーター

養成講座
平成25
年度

７
　
共
催

（
１
と

２
と
３

）

5
　
地
域

高
齢
者

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

立って体を動かすことが難しい方向けの座位
体操。無理なく身体を動かし、健康維持の手
助けをする。参加者の仲間づくりの場とする。

・ケアプラザ職員が講師を務め、立って体を動かすことが難しい
方向けに、椅子に座って簡単に体を動かせる体操を行う。体操
後は、茶話の時を持ち参加者同士の交流の場となっている。参
加者の健康づくり、交流だけでなく、職員による参加者の身体状
況変化や見守りの機会。
・会場：生麦地域ケアプラザ
・毎月4～5回　毎月第1・2火曜日、第3・4木曜日　13時00分～14
時00分

10 やさしい体操
平成23
年度

７
　
共
催

（
１
と

２
と
３

）

1
　
高
齢
者

平成31年度　自主事業計画書・報告書
事業 １ 地域活動交流事業 ５ 共催（１と３）

２ 地域包括支援センター運営事業 ６ 共催（２と３）

３ 生活支援体制整備事業 ７ ３事業共催（１と２と３）

４ 共催（１と２）

事業の性質 １ 優先的に取り組みが求められる事業

対象者 １ 高齢者 ５ 地域

２ 障害児・者 ６ 事業者

３ 養育者及び乳幼児 ７ その他

４ 子ども・青少年



（様式４）自主事業計画書・報告書生麦.xlsx

番号 事業名
開始
年度

事業
主な

対象者
従たる
対象者

事業の
性質

事業目的 事業内容・実施時期
実施
回数

延べ参加
人数

11 かんたん絵手紙
平成24
年度

７
　
共
催

（
１
と

２
と
３

）

5
　
地
域

高
齢
者

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

絵手紙を描くことを通じて指先を意識的に動
かし脳の活性化、介護予防につなげる。参加
者同士の仲間づくりの場とする。

・講師を招き、手本に沿って絵手紙を製作する。絵を通し、楽し
みつつ仲間を作り、閉じこもり、認知症予防を図る。
・会場：生麦地域ケアプラザ
・毎月2回（8月を除く）水曜または土曜日　10時00分～11時30分

13 うたごえひろば
平成23
年度

７
　
共
催

（
１
と

２
と
３

）

1
　
高
齢
者

高
齢
者

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

懐かしい歌を皆で歌い、心身の健康づくりに
役立てる。参加者の仲間づくりの場とする。参
加者に片づけ、食器洗い等の簡単なお手伝
いを呼びかけ、ボランティアの意識を高める。

・ピアノとギターの演奏に合わせて、懐かしの歌を皆で歌う。季
節に見合った曲を選曲し、歌うことを楽しみつつ交流を図り、仲
間づくりの機会。
・会場：生麦地域ケアプラザ
・年12回　毎月第3水曜日　13時30分～15時30分

高
齢
者

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

歌を歌うことで健康づくりに役立てる。家にひ
きこもりがちな高齢者がでかけるきっかけとす
る。

・カラオケ機器を使って、順番に好きな歌を歌う。歌を通して健康
維持、高齢者の外出のきっかけ、趣味披露の機会を提供し、閉
じこもりを予防する。ボランティアの活動機会。
・会場：生麦地域ケアプラザ
・年12回　毎月第3火曜日　13時30分～15時00分12 カラオケサロン

平成24
年度

５
　
共
催

（
１
と

３

）

1
　
高
齢
者

15 ファミリベビーマッ
サージ

平成23
年度

１
　
地
域
交
流

3
　
乳
幼
児

養
育
者
及
び
乳
幼

児

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

父親の子育てへの参加、父親同志の交流を
促す。また、平日は働いている親の参加機会
とする。地域ケアプラザへと足を運ぶことで、
様々な情報が得られ、地域の行事に参加する
きっかけとなる。

・父親によるベビーマッサージ、手遊びを行い、子育てへの参
加、親子のスキンシップを図る。地域の行事等の情報提供を行
う。
・会場：生麦地域ケアプラザ
・3ヶ月に1回　土曜日　10時00分～12時00分

養
育
者
及
び
乳
幼

児

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

ベビーマッサージを通して親子の交流を深め
る機会とする。ベビーマッサージをきっかけに
親子がケアプラザに足を運ぶ機会とする。

・地域の講師を招き、手遊びやマッサージを通して親子の交流を
図る。マッサージ終了後は、お茶を飲みながら子育てに関わる
情報交換を行い、母親の抱える不安や悩みを共有し、地域での
子育ての親睦を深める機会。
・会場：生麦地域ケアプラザ
・月2回水曜日または土曜日　10時00分～12時00分

14 ベビーマッサージ
平成23
年度

１
　
地
域
交
流

3
　
乳
幼
児

17 コミュニケーション
サイン

平成25
年度

１
　
地
域
交
流

3
　
乳
幼
児

養
育
者
及
び
乳

幼
児

1
　
優
先
的
に

取
り
組
み

おしゃべりが始まる前の赤ちゃんとのコミュニ
ケーションに、サインを取り入れ、育児ストレス
の軽減を図る。

・子と養育者のコミュニケーションを円滑にするためのアイコンタ
クトや声づかい、日常生活でよく使う言葉をサインで学ぶ。また、
季節に応じたおもちゃづくりや地域の子育て情報の交換を行う。
・会場：生麦地域ケアプラザ
・毎月第2金曜日(8月を除く)　　10時30分～11時30分

養
育
者
及
び
乳
幼

児

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

寝かしつけに効果的なベビーダンスを通して、
育児ストレスの軽減、楽しみながら親子の健
康づくりを促進する。

・寝かしつけに効果的なベビーダンスを行う。地域の行事などの
情報提供を行う。
・会場：生麦地域ケアプラザ
・年12回　第1金曜日(第1が祝日の場合第2金曜日)　10時30分
～12時00分16 ベビーダンス

平成26
年度

１
　
地
域
交
流

3
　
乳
幼
児

19 親子体操
平成24
年度

１
　
地
域

交
流

3
　
乳
幼

児

養
育
者
及

び
乳
幼
児

1
　
優
先

的
に
取
り

組
み

親子で音楽に合わせて身体を動かす喜びを
知り、若い頃からの健康づくりの機会とする。
はなはなひろばと共催で実施し、地域で子育
て支援に関わる機関との連携を深める。

・子どもになじみの音楽に合わせて、親子で思いっきり踊ったり、
走ったりして身体を動かし、幼児期からの健康増進の機会。
・会場：生麦地域ケアプラザ
・奇数月第2火曜日　10時30分～11時30分

養
育
者
及

び
乳
幼
児

1
　
優
先

的
に
取
り

組
み

生活によく使うトピックスをテーマに、体を動かした
り、歌を歌うなどして楽しく親子で英語に親しむ。
保育園に行く子どもが多い地域で、2･3歳児の親
子の居場所、地域とのつながりづくりのきっかけと
する。

・英語の歌、本を使った読み聞かせ、体を動かした遊びを交えて、英語に親しんでもらう。
生活の中でよく使うトピックス（体の部分、天気、色、食べ物等）を扱い、帰宅後も気軽に
親子で英語あそびを楽しむ。
・会場：生麦地域ケアプラザ
・毎月第4金曜日(4月を除く。8・12・3月は第3金曜日)　10時00分～10時45分18 親子英語

平成25
年度

１
　
地
域

交
流

3
　
乳
幼

児

21 男のパン教室
平成24
年度

５
　
共
催

（
１
と

３

）

5
　
地
域

男
性

1
　
優
先

的
に
取
り

組
み

パン作りを通じて、ケアプラザに足を運ぶ機会
が少ない男性が、家に引きこもらず外出し、仲
間づくりのきっかけとるする。手作りの食事を
通して、栄養バランスを見直し、身体を見つめ
直す機会とする。

・講師を招き、粉からパンをこね形成して制作し、参加者皆で食べ交流

を図る。

・会場：生麦地域ケアプラザ
・年2回　5月、9月

地
域

1
　
優
先

的
に
取
り

組
み

地域の誰もが気軽に集まれる居場所を開放
し、交流の場を提供する。

・地域の誰もが気軽に立ち寄れる居場所として多目的ホールの開放。
・会場：生麦地域ケアプラザ
・1階多目的に予約がない時間を開放　10時00分～19時00分

20 サロン麦の風
平成24
年度

７
　
共
催

（
１
と
２

と
３

）

5
　
地
域

23 小学生お菓子教室
平成3
１年度

１
　
地
域

交
流

4
　
子
ど

も
子
ど
も

1
　
優
先

的
に
取
り

組
み

お菓子作りを通じて、自分で生地をこねたり形
を整えたりという楽しさを感じてもらうとともに
交流の場とする。

・小学1～3年生を対象にしたお菓子教室。学年の枠組みを超え
た交流の機会、自ら作ることの楽しさを感じてもらえるよう実施
し、空き時間には福祉講座を行う。
・会場：生麦地域ケアプラザ
・年2回　6月、1月

地
域
・
子

ど
も

1
　
優
先

的
に
取
り

組
み

手作りパン教室を通して、調理の楽しみを実
感、仲間づくりの機会とする。

・世代や性別を限定せずに実施し、世代間交流、共通の趣味を持つ方
同士の仲間づくりのきっかけとする。小学生向けでは、学校・学年の枠
組みを超えて交流する機会とし、手作りの物を食べる楽しさを体験す
る。
・会場：生麦地域ケアプラザ
・地域：年3回　6月、10月、2月　小学生：年5回　7月(3回)、3月(2回)

22 パン教室（地域向
け、小学生向け）

平成25
年度

１
　
地
域

交
流

5
　
地
域



（様式４）自主事業計画書・報告書生麦.xlsx

番号 事業名
開始
年度

事業
主な

対象者
従たる
対象者

事業の
性質

事業目的 事業内容・実施時期
実施
回数

延べ参加
人数

25 むぎわらクラブ
平成26
年度

５
　
共
催

（
１
と

３

）

5
　
地
域

地
域

2
　
発
展

さ
せ
る
ね

ら
い

ケアプラザの植木の剪定や草むしり、花壇整
備をはじめ「生麦エコキッズクラブ」で子どもた
ちのエコ活動をサポートしたり、時には一緒に
なって思いっきり遊び、地域で活動するきっか
けとする。

・「生麦エコキッズクラブ」で子どもたちのエコ活動をサポートしたり、時
には一緒になって思いっきり遊ぶ。2017年度より「むぎわらクラブ」に名
称変更。
・会場：生麦地域ケアプラザ
・エコキッズの活動と一緒に行う。

障
害
児
・

者

1
　
優
先

的
に
取
り

組
み

地域の障がい児余暇支援の一環として行う。
地域活動ふれあいの家や地域のボランティア
を募り、障がいに対する理解を深め、地域で
の交わり、見守りの機会とする。

・地域の講師を招き、お菓子作りのこねたり混ぜたりといった感触を楽
しみながら、手作りのお菓子を食べる楽しみを体験する。学校・学年を
超えて、また地域のボランティアとの交流の機会。
・会場：生麦地域ケアプラザ
・夏休み・春休み期間中1回ずつ

24 春・夏休みお菓子
教室

平成26
年度

１
　
地
域

交
流

2
　
障
害

者

27 ケアプラザニュース
平成23
年度

７
　
共
催

（
１
と
２

と
３

）

5
　
地
域

地
域

1
　
優
先

的
に
取
り

組
み

地域住民向けに自主事業、講座、地域行事な
どのタイムリーな情報を発信し、分かりやすい
情報提供を行う。

・ケアプラザで行う自主事業や講座などの情報や、地域で大切
にされている行事の情報などを毎月ケアプラザニュースに掲載
し発信し、自治会・町内会の回覧・掲示板で周知を行う。
・月1回の発行

子
ど
も
・

青
少
年
・

地
域

2
　
発
展

さ
せ
る
ね

ら
い

小学生が、植物を育てる喜び、地域の自然を
大切にする心を育むことを目的とする。実施
にあたり、むぎわらクラブ」のメンバーとサポー
トを受け、世代を超えた交わりを大切にする。

・ケアプラザの花壇整備や、グリーンカーテン作り、清掃活動、エ
コおもちゃ作りなどを通して、自らの暮らす地域の環境について
考え、思いやりの心を育み、責任を持ってエコ活動に取り組む機
会。
・会場：生麦地域ケアプラザ
・土曜日　10時00分～11時30分

26 生麦エコキッズクラ
ブ

平成26
年度

１
　
地
域

交
流

4
　
子
ど

も

29 なまちゃんプログラ
ム

平成27
年度

７
　
共
催

（
１
と
２

と
３

）

4
　
子
ど

も
子
ど
も

2
　
発
展

さ
せ
る
ね

ら
い

「勉強だけでなく地域の方から色々なことを身近なケアプラザ
で学びたい」という声を受けて事業開始。学齢児童の長期休
暇中に、地域にお住まいの方の得意分野を活かした各種イ
ベントを実施する。地域の方との世代を超えた交流の機会と
してだけでなく、子どもの見守りの機会ともする。

・地域にお住まいの方の得意分野を活かした昔遊びや食育活動など
様々なイベントを行い、長期休暇中の学齢児童の見守り、世代間交流
や地域活動の機会。
・会場：生麦地域ケアプラザ
・定期的に実施

地
域

2
　
発
展

さ
せ
る
ね

ら
い

夏休み期間中、毎朝ラジオ体操を行い、健康
づくり、世代間交流、担い手育成を目的として
実施する。

・ラジオ体操第一・第二を行い、暑さに負けず健康な体づくり、夏休み
期間中の生活リズムを整えることを促す。また、こどもからお年寄りま
で、世代を超えて地域で交わりの時を持つ。体操前後には、清掃や植
木への水やりを行う。
・会場：地区センター中庭
・7月～8月　計34回

28 元気モリモリ！ラジ
オ体操

平成28
年度

７
　
共
催

（
１
と
２

と
３

）

5
　
地
域

31 ケアプラザまつり
平成24
年度

７
　
共
催

（
１
と
２

と
３

）

5
　
地
域

地
域

1
　
優
先

的
に
取
り

組
み

ケアプラザに来たことの無い人が足を運ぶきっかけ、ケアプラザの存
在、働きをより広く周知する機会とする。・近隣地区センター、地域活
動ホーム３館合同での秋祭り。ケアプラザ利用者（自主事業参加者、
貸室利用団体）が、団体の枠組みを超えてボランティア活動する子ど
もから高齢者まで誰もが楽しめて、健康を見つめ直したり、地域で年
齢を超えた交流の場とする。

・近隣地区センター、地域活動ホーム３館合同での秋祭り。模擬店、バ
ザー、物品販売、子ども向けゲーム、健康測定等
・会場：生麦地区センター、ふれあいの家、生麦地域ケアプラザ
・毎年11月第2土曜日・日曜日

地
域

2
　
発
展

さ
せ
る
ね

ら
い

ケアプラザを利用している登録団体相互の交
流の機会を確保し、団体同士のつながりを強
化する。

・同じ地域で活動している団体が一同に集い、交流の時を持つ。
互いの活動を知り、新たな出会い、情報交換を通して、更なる活
動、発展のきっかけ作り。
・会場：生麦地域ケアプラザ
・年1回　9月

30 団体交流会
平成26
年度

７
　
共
催

（
１
と
２

と
３

）

5
　
地
域

33 気軽に生麦散歩♪
平成30
年度

６
　
共
催

（
２
と

３

）

1
　
高
齢

者
地
域

2
　
発
展

さ
せ
る
ね

ら
い

老人クラブ同士や単位町内会を越えたつなが
りを強化するために、実行委員会形式をとり、
地区全体の取り組みとして生麦散歩を企画・
開催する。

・各老人クラブから数名ずつ実行委員を選出して企画・運営をともに行
う。生麦散歩当日は、参加者同士が企画を通じて交流の機会となるよ
うに配慮する。
・5月、10月、3～4月（年2～3回）
・生麦第一地区老人クラブと共催

地
域

1
　
優
先

的
に
取
り

組
み

2019年度生麦地域ケアプラザにて何かしらに
ボランティアに参加していただいた方を集め交
流の機会にするとともに、新たな活動のきっ
かけを見つける機会とする。

・活動団体による催しや簡単なゲーム、お茶とお菓子でお茶会。
・会場：生麦地域ケアプラザ
・年1回　3月32 ボランティア感謝

会・交流会
平成27
年度

７
　
共
催

（
１
と
２

と
３

）

5
　
地
域

35 つるみサマーフレン
ド

平成18
年度

１
　
地
域

交
流

2
　
障
害

者

障
害
児
・

者

1
　
優
先

的
に
取
り

組
み

学齢障がい児への余暇活動の支援として、
様々な体験の場を提供し楽しい夏休みの思
い出づくりの機会、保護者のレスパイトを目的
とする。また、事業を通し、障がい児余暇活動
支援を担うボランティアを育成機会とする。

・生麦地域ケアプラザと鶴見中央地域ケアプラザが合同で実施。公共交通機関を使用して外出する体験をする。また、
作業所にてパン作り体験を行い、青年期の障がい者とのふれあいの時を大切にする。
・区内コーディネーター合同コースとして、車椅子の子も保護者同士もゆったり過ごせるコースを行い、車椅子の子ども
の余暇支援、保護者の情報共有、運営するコーディネーターの今後の活動展開への情報収集の機会とする。
・東寺尾地域ケアプラザの外出コースへ区内コーディネーター同士が協力して実施。
・会場、実施時期など調整中
・鶴見区社会福祉協議会、鶴見区内地域ケアプラザとの共催。

地
域

2
　
発
展

さ
せ
る
ね

ら
い

地域で暮らす高齢者のちょっとした困りごとを
解決してくれる人材を発掘する。

・地域の方が興味を持てるような講座を実施しボランティア発掘の機会
とする。
・秋頃開催

34 ボランティア講座
平成3
１年度

７
　
共
催

（
１
と
２

と
３

）

5
　
地
域

障
害
児
・

者

1
　
優
先

的
に
取
り

組
み

障がい児余暇活動の支援を担うボランティア
育成のための研修会。

・障がいとは何か、どのように関わればいいのかなど、初めてボラン
ティア活動をされる方にも分かりやすい養護教諭からの講義、障がい
児の保護者からの話などを通して、ボランティア育成を行う。
・会場：鶴見区社会福祉協議会
・7月20日
・鶴見区社会福祉協議会、鶴見区内地域ケアプラザとの共催。

36 つるみサマーフレン
ドボランティア研修

平成18
年度

１
　
地
域

交
流

2
　
障
害

者



（様式４）自主事業計画書・報告書生麦.xlsx

番号 事業名
開始
年度

事業
主な

対象者
従たる
対象者

事業の
性質

事業目的 事業内容・実施時期
実施
回数

延べ参加
人数

37 生麦学び・遊び場
の会

平成26
年度

１
　
地
域

交
流

4
　
子
ど

も
子
ど
も

2
　
発
展

さ
せ
る
ね

ら
い

学習につまづきを覚えやすい小学校3・4年生
を対象に地域住民、生麦小学校の元先生な
どがボランティアで宿題のサポートを行う。

・小学校3・4年生を対象に夏休み、冬休みに宿題のサポートや遊びの
機会として、ボッチャなどを行う。ケアプラザは、広報・場所貸しの支援
を行う。
・会場：生麦地域ケアプラザ
・夏休み、冬休み、春休みに実施
・生麦学び・遊び場と共催。

39 生麦盆踊り大会
平成27
年度

７
　
共
催

（
１
と
２

と
３

）

5
　
地
域

地
域

1
　
優
先

的
に
取
り

組
み

地域から依頼を受け、ブースを出店し、子ども
から高齢者まで世代を超えて交流する機会を
持つ。また、鶴見区福祉保健計画（あいねっ
と）クイズを実施し、福祉保健計画を周知する
とともに、地域情報収集を行う。

・幅広い世代が一同に集う地域行事にケアプラザブースを出店し、積極的に地域に出向
くことで、ケアプラザの存在・働きを広く周知し、様々な情報を発信・収集する機会としま
す。また、鶴見区福祉保健計画（あいねっと）クイズを行い、地域住民に広く取組を周知
する機会とし、元気づくりステーションの盆踊りの発表・披露の機会とする。
・会場：貝の浜公園
・8月下旬を予定

障
害
児
・

者

1
　
優
先

的
に
取
り

組
み

横浜YMCAインターナショナル・チャリティラン
において、障がいの有無にかかわらずバトン
をつないで仲間と一緒にゴールを目指す体験
を通し、地域活動ホーム「ふれあいの家」・「ふ
れあいクローバー」メンバーの活躍、交流の
機会とする

・地域活動ホーム「ふれあいの家」、「ふれあいクローバー」のメンバー
と一緒にチャリティーラン（参加費で障がい児の支援をすると共に、障
がいへの社会的理解・関心を高めることを目的とした駅伝イベント）に
参加する。
・10月頃実施

38 チャリティーラン
平成25
年度

７
　
共
催

（
１
と
２

と
３

）

2
　
障
害

者

41 防災講座
平成30
年度

７
　
共
催

（
１
と
２

と
３

）

5
　
地
域

地
域

2
　
発
展

さ
せ
る
ね

ら
い

火災や地震などもしもに備えて防災のための
知識を身に着ける。

・生麦消防出張所の職員の方にご協力していただき、共催での講座実
施や自主事業のお茶などの時間を使って火災や地震などのために備
えや未然に防ぐためにはどうするか、万が一起こった場合どのように
対処するのかなどをお話ししていただく。
・会場：生麦地域ケアプラザ
・実施時期は調整中

地
域

1
　
優
先

的
に
取
り

組
み

地域で大切にされている行事であるおもちつ
きに参加し、地域の方同士の交流や地域愛を
育む活動を実際の場で感じ取る機会とする。
また地域と顔の見える関係を構築し、最新の
地域状況を把握する。

・地域のおもちつきへの参加をする。
・会場：各町内会自治会による指定場所
・12月～1月に実施

40 おもちつきにいこう
平成29
年度

７
　
共
催

（
１
と
２

と
３

）

5
　
地
域

地
域

1
　
優
先

的
に
取
り

組
み

スポーツを通じて小学生と中学生の子どもた
ちが地域方々とも交わり楽しみながら運動を
行う。

・YMCA専門学校に学生達の派遣を依頼し、小学生、中学生、地域の
方々、学生の皆で楽しみながらパス練習などをしたのちにミニゲームを
行う。各グループには様々な年齢が混ざるように配慮し、子ども間での
交流の機会。
・会場：生麦小学校
・3月上旬に実施予定

42 YMCAサッカー教室
平成27
年度

７
　
共
催

（
１
と
２

と
３

）

4
　
子
ど

も



（様式４）自主事業計画書・報告書生麦.xlsx

生麦地域ケアプラザ

１　地域交流 1　高齢者 1　優先的に取り組み

２　包括 2　障害者 2　発展させるねらい

３　生活支援体制整備事業 3　乳幼児

４　共催（１と２） 4　子ども

５　共催（１と３） 5　地域

６　共催（２と３） 6　事業者

７　共催（１と２と３） 7　その他

番号 事業名
開始
年度

事業
主な

対象者
従たる
対象者

事業の
性質

事業目的 事業内容・実施時期
実施
回数

延べ参加
人数

平成31年度　自主事業計画書・報告書

11 かんたん絵手紙
平成24
年度

７
　
共
催

（
１
と

２
と
３

）

5
　
地
域

高
齢
者

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

絵手紙を描くことを通じて指先を意識的に動
かし脳の活性化、介護予防につなげる。参加
者同士の仲間づくりの場とする。

・講師を招き、手本に沿って絵手紙を製作する。絵を通し、楽し
みつつ仲間を作り、閉じこもり、認知症予防を図る。
・会場：生麦地域ケアプラザ
・毎月2回（8月を除く）水曜または土曜日　10時00分～11時30分

高
齢
者

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

立って体を動かすことが難しい方向けの座位
体操。無理なく身体を動かし、健康維持の手
助けをする。参加者の仲間づくりの場とする。

・ケアプラザ職員が講師を務め、立って体を動かすことが難しい
方向けに、椅子に座って簡単に体を動かせる体操を行う。体操
後は、茶話の時を持ち参加者同士の交流の場となっている。参
加者の健康づくり、交流だけでなく、職員による参加者の身体状
況変化や見守りの機会。
・会場：生麦地域ケアプラザ
・毎月4～5回　毎月第1・2火曜日、第3・4木曜日　13時00分～14
時00分

10 やさしい体操
平成23
年度

７
　
共
催

（
１
と

２
と
３

）

1
　
高
齢
者

9 健康体操
平成23
年度

７
　
共
催

（
１
と

２
と
３

）

5
　
地
域

地
域

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

参加者が楽しく身体を動かすことで健康維持
に役立てる。参加者の仲間づくりの場とする。

・介護予防体操専門の講師を招き、体操を行う。柔軟性を高め
るストレッチ、筋力アップのための筋コンディショニング、チューブ
エクササイズやエアロビクスの要素を取り入れた有酸素運動を
行い、健康意識の向上を目指して取り組む。
・会場：生麦地域ケアプラザ
・毎週月曜日　13時30分～15時00分

４
子
ど
も
青
少
年

2
　
発
展
さ
せ
る

ね
ら
い

認知症の正しい理解と対応法を広く地域の人
に知っていただくこと、および、超高齢化社会
の中で高齢者と自然と接することができる若
い世代を育成することを目的として実施する。

・認知症サポーター養成講座の実施。
・会場：生麦地域ケアプラザ
・大人向け年2回、子ども向け年2回
・地域のキャラバン・メイト、生麦劇団と協力して実施。8 認知症サポーター

養成講座
平成25
年度

７
　
共
催

（
１
と

２
と
３

）

5
　
地
域

7
障がいのある方と
家族のための権利
擁護

平成30
年度

２
　
包
括

2
　
障
害
者

１
　
高
齢
者

2
　
発
展
さ
せ
る

ね
ら
い

成年後見と後見的支援制度を学ぶ機会を提供する。
障がいのある方の世話をしていた親族が高齢になるこ
とで何が変化していくか知る事で、高齢者・障がい分野
の課題を当事者が解決できるよう、エンパワメントす
る。また、地域にある課題として、広く一般に啓発する
ことで、地域の見守りの目を強化し、生活者として安心
してくらしつづけられる土壌を醸成する。

・成年後見と後見的支援制度についての講座の実施
・会場：生麦地域ケアプラザ
・第1回9月　第2回以降は未定
・基幹相談センター、後見的支援室共催

５
　
地
域

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

オーラルフレイル防止、高齢者の閉じこもり予
防、権利擁護事業啓発、消費者被害防止、認
知症啓発、総合相談窓口の拡大を目的に実
施する。

・呼吸を整えるストレッチ、口の体操、発音、発声、音読などを行
う（30分程度）。おしゃべりができる場面をつくり、さわやかで楽し
い気持ちになったところで、権利擁護、消費者被害防止、認知症
啓発の講座の実施。（45分程度）
・会場：生麦地域ケアプラザ
・年12回　毎月第1金曜日　13時30分～14時40分（このあと、個
別相談をうける時間を設ける）

6 ますます♡おたっ
しゃクラブ

平成30
年度

２
　
包
括

1
　
高
齢
者

1
　
高
齢
者

5 えんぴつサロン
平成30
年度

７
　
共
催

（
１
と

２
と
３

）

1
　
高
齢
者

５
　
地
域

2
　
発
展
さ
せ
る

ね
ら
い

朝食後に歩いてケアプラザに集まり、おしゃべ
りできる場の提供を行う。閉じこもり予防、認
知症、認知症に関する理解啓発、エンディン
グノート配布・啓発、高齢者サロン作りのモデ
ル提示などを目的とする。

・プリントを準備し、本日の脳トレ(30分)、本日のトピック（15分）・ケアプ
ラ事業紹介とエンディングノート紹介（10分）、おしゃべりをしながら、脳
トレプリント（20～30分）を実施。
・会場：生麦地域ケアプラザ
・年12回　毎月第4月曜日　10時00分～11時30分
・参加費　50円

１
　
高
齢
者

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

介護者の負担を軽減するため、認知症の人
やその家族が、地域の人や専門職と相互に
情報を共有し、お互いを理解し合う場を提供
する。

・参加者同士が自己紹介をした後、茶話会として他の参加者と
情報共有をしたり、旅のことばカード等を使い楽しく時間を過ご
す。専門職による介護に関するミニ講義も年度内で数回実施予
定。その際のテーマは「認知症の基礎知識」「認知症の高齢者
のケアポイント」「介護用品の賢い利用方法」等の実施。
・会場：生麦地域ケアプラザ
・年12回　毎月第4火曜　13時00分～14時40分

4 ココリラ麦の風
平成30
年度

２
　
包
括

5
　
地
域

1 ちょこっと体操＆お
しゃべりタイム

平成27
年度

２
　
包
括

1
　
高
齢
者

５
　
地
域

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

高齢者の閉じこもり予防を目的に、短時間の
座って出来る体操の実施と気軽に集まりお
しゃべりできる場を提供する。また固定の職員
で実施を継続していくことで、初めて自主事業
へ参加する方への不安軽減を図る。

・保健師による座って出来る体操30分＋茶話会30分の実
施。
・会場：生麦地域ケアプラザ
・年12回　毎月第1水曜日　10時30分～11時30分

3
生麦第一地区保健
活動推進員健康づ
くり講座

平成24
年度

２
　
包
括

5
　
地
域

１
　
高
齢
者

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

生麦第一地区保健活動推進員と共催で、地
域の方々の健康増進を目指す。

・生麦第一地区保健活動推進員の年間計画にそって実施
する。健康測定会、健康づくりに関する講座等の実施。
・会場：主に生麦地域ケアプラザ
・実施時期、回数は調整中
・生麦第一地区保健活動推進員と共催

５
　
地
域

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

ケアプラザから遠い地域に住む方々にも、身
近な場所で介護予防につながる取り組みへ
の参加や相談が出来る機会の提供を行う。

・ケアプラザ職員等による様々な講座の実施や地域包括
支援センター職員による総合相談の機会。
・会場：生麦北町中部町内会館(予定)
・実施時期、回数は調整中2

なまむぎ愛レン
ジャーが行く！出
張講座

平成29
年度

７
　
共
催

（
１
と

２
と
３

）

事業 １ 地域活動交流事業 ５ 共催（１と３）

２ 地域包括支援センター運営事業 ６ 共催（２と３）

３ 生活支援体制整備事業 ７ ３事業共催（１と２と３）

４ 共催（１と２）

事業の性質 １ 優先的に取り組みが求められる事業

対象者 １ 高齢者 ５ 地域

２ 障害児・者 ６ 事業者

３ 養育者及び乳幼児 ７ その他

４ 子ども・青少年



（様式４）自主事業計画書・報告書生麦.xlsx

番号 事業名
開始
年度

事業
主な

対象者
従たる
対象者

事業の
性質

事業目的 事業内容・実施時期
実施
回数

延べ参加
人数

27 ケアプラザニュース
平成23
年度

７
　
共
催

（
１
と
２

と
３

）

5
　
地
域

地
域

1
　
優
先

的
に
取
り

組
み

地域住民向けに自主事業、講座、地域行事な
どのタイムリーな情報を発信し、分かりやすい
情報提供を行う。

・ケアプラザで行う自主事業や講座などの情報や、地域で大切
にされている行事の情報などを毎月ケアプラザニュースに掲載
し発信し、自治会・町内会の回覧・掲示板で周知を行う。
・月1回の発行

子
ど
も
・

青
少
年
・

地
域

2
　
発
展

さ
せ
る
ね

ら
い

小学生が、植物を育てる喜び、地域の自然を
大切にする心を育むことを目的とする。実施
にあたり、むぎわらクラブ」のメンバーとサポー
トを受け、世代を超えた交わりを大切にする。

・ケアプラザの花壇整備や、グリーンカーテン作り、清掃活動、エ
コおもちゃ作りなどを通して、自らの暮らす地域の環境について
考え、思いやりの心を育み、責任を持ってエコ活動に取り組む機
会。
・会場：生麦地域ケアプラザ
・土曜日　10時00分～11時30分

26 生麦エコキッズクラ
ブ

平成26
年度

１
　
地
域

交
流

4
　
子
ど

も

25 むぎわらクラブ
平成26
年度

５
　
共
催

（
１
と

３

）

5
　
地
域

地
域

2
　
発
展

さ
せ
る
ね

ら
い

ケアプラザの植木の剪定や草むしり、花壇整
備をはじめ「生麦エコキッズクラブ」で子どもた
ちのエコ活動をサポートしたり、時には一緒に
なって思いっきり遊び、地域で活動するきっか
けとする。

・「生麦エコキッズクラブ」で子どもたちのエコ活動をサポートしたり、時
には一緒になって思いっきり遊ぶ。2017年度より「むぎわらクラブ」に名
称変更。
・会場：生麦地域ケアプラザ
・エコキッズの活動と一緒に行う。

障
害
児
・

者

1
　
優
先

的
に
取
り

組
み

地域の障がい児余暇支援の一環として行う。
地域活動ふれあいの家や地域のボランティア
を募り、障がいに対する理解を深め、地域で
の交わり、見守りの機会とする。

・地域の講師を招き、お菓子作りのこねたり混ぜたりといった感触を楽
しみながら、手作りのお菓子を食べる楽しみを体験する。学校・学年を
超えて、また地域のボランティアとの交流の機会。
・会場：生麦地域ケアプラザ
・夏休み・春休み期間中1回ずつ

24 春・夏休みお菓子
教室

平成26
年度

１
　
地
域

交
流

2
　
障
害

者

23 小学生お菓子教室
平成3
１年度

１
　
地
域

交
流

4
　
子
ど

も
子
ど
も

1
　
優
先

的
に
取
り

組
み

お菓子作りを通じて、自分で生地をこねたり形
を整えたりという楽しさを感じてもらうとともに
交流の場とする。

・小学1～3年生を対象にしたお菓子教室。学年の枠組みを超え
た交流の機会、自ら作ることの楽しさを感じてもらえるよう実施
し、空き時間には福祉講座を行う。
・会場：生麦地域ケアプラザ
・年2回　6月、1月

地
域
・
子

ど
も

1
　
優
先

的
に
取
り

組
み

手作りパン教室を通して、調理の楽しみを実
感、仲間づくりの機会とする。

・世代や性別を限定せずに実施し、世代間交流、共通の趣味を持つ方
同士の仲間づくりのきっかけとする。小学生向けでは、学校・学年の枠
組みを超えて交流する機会とし、手作りの物を食べる楽しさを体験す
る。
・会場：生麦地域ケアプラザ
・地域：年3回　6月、10月、2月　小学生：年5回　7月(3回)、3月(2回)

22 パン教室（地域向
け、小学生向け）

平成25
年度

１
　
地
域

交
流

5
　
地
域

21 男のパン教室
平成24
年度

５
　
共
催

（
１
と

３

）

5
　
地
域

男
性

1
　
優
先

的
に
取
り

組
み

パン作りを通じて、ケアプラザに足を運ぶ機会
が少ない男性が、家に引きこもらず外出し、仲
間づくりのきっかけとるする。手作りの食事を
通して、栄養バランスを見直し、身体を見つめ
直す機会とする。

・講師を招き、粉からパンをこね形成して制作し、参加者皆で食べ交流

を図る。

・会場：生麦地域ケアプラザ
・年2回　5月、9月

地
域

1
　
優
先

的
に
取
り

組
み

地域の誰もが気軽に集まれる居場所を開放
し、交流の場を提供する。

・地域の誰もが気軽に立ち寄れる居場所として多目的ホールの開放。
・会場：生麦地域ケアプラザ
・1階多目的に予約がない時間を開放　10時00分～19時00分

20 サロン麦の風
平成24
年度

７
　
共
催

（
１
と
２

と
３

）

5
　
地
域

19 親子体操
平成24
年度

１
　
地
域

交
流

3
　
乳
幼

児

養
育
者
及

び
乳
幼
児

1
　
優
先

的
に
取
り

組
み

親子で音楽に合わせて身体を動かす喜びを
知り、若い頃からの健康づくりの機会とする。
はなはなひろばと共催で実施し、地域で子育
て支援に関わる機関との連携を深める。

・子どもになじみの音楽に合わせて、親子で思いっきり踊ったり、
走ったりして身体を動かし、幼児期からの健康増進の機会。
・会場：生麦地域ケアプラザ
・奇数月第2火曜日　10時30分～11時30分

養
育
者
及

び
乳
幼
児

1
　
優
先

的
に
取
り

組
み

生活によく使うトピックスをテーマに、体を動かした
り、歌を歌うなどして楽しく親子で英語に親しむ。
保育園に行く子どもが多い地域で、2･3歳児の親
子の居場所、地域とのつながりづくりのきっかけと
する。

・英語の歌、本を使った読み聞かせ、体を動かした遊びを交えて、英語に親しんでもらう。
生活の中でよく使うトピックス（体の部分、天気、色、食べ物等）を扱い、帰宅後も気軽に
親子で英語あそびを楽しむ。
・会場：生麦地域ケアプラザ
・毎月第4金曜日(4月を除く。8・12・3月は第3金曜日)　10時00分～10時45分18 親子英語

平成25
年度

１
　
地
域

交
流

3
　
乳
幼

児

17 コミュニケーション
サイン

平成25
年度

１
　
地
域
交
流

3
　
乳
幼
児

養
育
者
及
び
乳

幼
児

1
　
優
先
的
に

取
り
組
み

おしゃべりが始まる前の赤ちゃんとのコミュニ
ケーションに、サインを取り入れ、育児ストレス
の軽減を図る。

・子と養育者のコミュニケーションを円滑にするためのアイコンタ
クトや声づかい、日常生活でよく使う言葉をサインで学ぶ。また、
季節に応じたおもちゃづくりや地域の子育て情報の交換を行う。
・会場：生麦地域ケアプラザ
・毎月第2金曜日(8月を除く)　　10時30分～11時30分

養
育
者
及
び
乳
幼

児

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

寝かしつけに効果的なベビーダンスを通して、
育児ストレスの軽減、楽しみながら親子の健
康づくりを促進する。

・寝かしつけに効果的なベビーダンスを行う。地域の行事などの
情報提供を行う。
・会場：生麦地域ケアプラザ
・年12回　第1金曜日(第1が祝日の場合第2金曜日)　10時30分
～12時00分16 ベビーダンス

平成26
年度

１
　
地
域
交
流

3
　
乳
幼
児

15 ファミリベビーマッ
サージ

平成23
年度

１
　
地
域
交
流

3
　
乳
幼
児

養
育
者
及
び
乳
幼

児

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

父親の子育てへの参加、父親同志の交流を
促す。また、平日は働いている親の参加機会
とする。地域ケアプラザへと足を運ぶことで、
様々な情報が得られ、地域の行事に参加する
きっかけとなる。

・父親によるベビーマッサージ、手遊びを行い、子育てへの参
加、親子のスキンシップを図る。地域の行事等の情報提供を行
う。
・会場：生麦地域ケアプラザ
・3ヶ月に1回　土曜日　10時00分～12時00分

養
育
者
及
び
乳
幼

児

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

ベビーマッサージを通して親子の交流を深め
る機会とする。ベビーマッサージをきっかけに
親子がケアプラザに足を運ぶ機会とする。

・地域の講師を招き、手遊びやマッサージを通して親子の交流を
図る。マッサージ終了後は、お茶を飲みながら子育てに関わる
情報交換を行い、母親の抱える不安や悩みを共有し、地域での
子育ての親睦を深める機会。
・会場：生麦地域ケアプラザ
・月2回水曜日または土曜日　10時00分～12時00分

14 ベビーマッサージ
平成23
年度

１
　
地
域
交
流

3
　
乳
幼
児

13 うたごえひろば
平成23
年度

７
　
共
催

（
１
と

２
と
３

）

1
　
高
齢
者

高
齢
者

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

懐かしい歌を皆で歌い、心身の健康づくりに
役立てる。参加者の仲間づくりの場とする。参
加者に片づけ、食器洗い等の簡単なお手伝
いを呼びかけ、ボランティアの意識を高める。

・ピアノとギターの演奏に合わせて、懐かしの歌を皆で歌う。季
節に見合った曲を選曲し、歌うことを楽しみつつ交流を図り、仲
間づくりの機会。
・会場：生麦地域ケアプラザ
・年12回　毎月第3水曜日　13時30分～15時30分

高
齢
者

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

歌を歌うことで健康づくりに役立てる。家にひ
きこもりがちな高齢者がでかけるきっかけとす
る。

・カラオケ機器を使って、順番に好きな歌を歌う。歌を通して健康
維持、高齢者の外出のきっかけ、趣味披露の機会を提供し、閉
じこもりを予防する。ボランティアの活動機会。
・会場：生麦地域ケアプラザ
・年12回　毎月第3火曜日　13時30分～15時00分12 カラオケサロン

平成24
年度

５
　
共
催

（
１
と

３

）

1
　
高
齢
者



（様式４）自主事業計画書・報告書生麦.xlsx

番号 事業名
開始
年度

事業
主な

対象者
従たる
対象者

事業の
性質

事業目的 事業内容・実施時期
実施
回数

延べ参加
人数

地
域

1
　
優
先

的
に
取
り

組
み

スポーツを通じて小学生と中学生の子どもた
ちが地域方々とも交わり楽しみながら運動を
行う。

・YMCA専門学校に学生達の派遣を依頼し、小学生、中学生、地域の
方々、学生の皆で楽しみながらパス練習などをしたのちにミニゲームを
行う。各グループには様々な年齢が混ざるように配慮し、子ども間での
交流の機会。
・会場：生麦小学校
・3月上旬に実施予定

42 YMCAサッカー教室
平成27
年度

７
　
共
催

（
１
と
２

と
３

）

4
　
子
ど

も

41 防災講座
平成30
年度

７
　
共
催

（
１
と
２

と
３

）

5
　
地
域

地
域

2
　
発
展

さ
せ
る
ね

ら
い

火災や地震などもしもに備えて防災のための
知識を身に着ける。

・生麦消防出張所の職員の方にご協力していただき、共催での講座実
施や自主事業のお茶などの時間を使って火災や地震などのために備
えや未然に防ぐためにはどうするか、万が一起こった場合どのように
対処するのかなどをお話ししていただく。
・会場：生麦地域ケアプラザ
・実施時期は調整中

地
域

1
　
優
先

的
に
取
り

組
み

地域で大切にされている行事であるおもちつ
きに参加し、地域の方同士の交流や地域愛を
育む活動を実際の場で感じ取る機会とする。
また地域と顔の見える関係を構築し、最新の
地域状況を把握する。

・地域のおもちつきへの参加をする。
・会場：各町内会自治会による指定場所
・12月～1月に実施

40 おもちつきにいこう
平成29
年度

７
　
共
催

（
１
と
２

と
３

）

5
　
地
域

39 生麦盆踊り大会
平成27
年度

７
　
共
催

（
１
と
２

と
３

）

5
　
地
域

地
域

1
　
優
先

的
に
取
り

組
み

地域から依頼を受け、ブースを出店し、子ども
から高齢者まで世代を超えて交流する機会を
持つ。また、鶴見区福祉保健計画（あいねっ
と）クイズを実施し、福祉保健計画を周知する
とともに、地域情報収集を行う。

・幅広い世代が一同に集う地域行事にケアプラザブースを出店し、積極的に地域に出向
くことで、ケアプラザの存在・働きを広く周知し、様々な情報を発信・収集する機会としま
す。また、鶴見区福祉保健計画（あいねっと）クイズを行い、地域住民に広く取組を周知
する機会とし、元気づくりステーションの盆踊りの発表・披露の機会とする。
・会場：貝の浜公園
・8月下旬を予定

障
害
児
・

者

1
　
優
先

的
に
取
り

組
み

横浜YMCAインターナショナル・チャリティラン
において、障がいの有無にかかわらずバトン
をつないで仲間と一緒にゴールを目指す体験
を通し、地域活動ホーム「ふれあいの家」・「ふ
れあいクローバー」メンバーの活躍、交流の
機会とする

・地域活動ホーム「ふれあいの家」、「ふれあいクローバー」のメンバー
と一緒にチャリティーラン（参加費で障がい児の支援をすると共に、障
がいへの社会的理解・関心を高めることを目的とした駅伝イベント）に
参加する。
・10月頃実施

38 チャリティーラン
平成25
年度

７
　
共
催
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１
と
２

と
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）
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37 生麦学び・遊び場
の会

平成26
年度

１
　
地
域

交
流

4
　
子
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も
子
ど
も

2
　
発
展

さ
せ
る
ね

ら
い

学習につまづきを覚えやすい小学校3・4年生
を対象に地域住民、生麦小学校の元先生な
どがボランティアで宿題のサポートを行う。

・小学校3・4年生を対象に夏休み、冬休みに宿題のサポートや遊びの
機会として、ボッチャなどを行う。ケアプラザは、広報・場所貸しの支援
を行う。
・会場：生麦地域ケアプラザ
・夏休み、冬休み、春休みに実施
・生麦学び・遊び場と共催。

障
害
児
・

者

1
　
優
先

的
に
取
り

組
み

障がい児余暇活動の支援を担うボランティア
育成のための研修会。

・障がいとは何か、どのように関わればいいのかなど、初めてボラン
ティア活動をされる方にも分かりやすい養護教諭からの講義、障がい
児の保護者からの話などを通して、ボランティア育成を行う。
・会場：鶴見区社会福祉協議会
・7月20日
・鶴見区社会福祉協議会、鶴見区内地域ケアプラザとの共催。

36 つるみサマーフレン
ドボランティア研修

平成18
年度
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35 つるみサマーフレン
ド

平成18
年度
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1
　
優
先

的
に
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り

組
み

学齢障がい児への余暇活動の支援として、
様々な体験の場を提供し楽しい夏休みの思
い出づくりの機会、保護者のレスパイトを目的
とする。また、事業を通し、障がい児余暇活動
支援を担うボランティアを育成機会とする。

・生麦地域ケアプラザと鶴見中央地域ケアプラザが合同で実施。公共交通機関を使用して外出する体験をする。また、
作業所にてパン作り体験を行い、青年期の障がい者とのふれあいの時を大切にする。
・区内コーディネーター合同コースとして、車椅子の子も保護者同士もゆったり過ごせるコースを行い、車椅子の子ども
の余暇支援、保護者の情報共有、運営するコーディネーターの今後の活動展開への情報収集の機会とする。
・東寺尾地域ケアプラザの外出コースへ区内コーディネーター同士が協力して実施。
・会場、実施時期など調整中
・鶴見区社会福祉協議会、鶴見区内地域ケアプラザとの共催。

地
域

2
　
発
展

さ
せ
る
ね

ら
い

地域で暮らす高齢者のちょっとした困りごとを
解決してくれる人材を発掘する。

・地域の方が興味を持てるような講座を実施しボランティア発掘の機会
とする。
・秋頃開催

34 ボランティア講座
平成3
１年度
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共
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と
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地
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33 気軽に生麦散歩♪
平成30
年度

６
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（
２
と

３

）

1
　
高
齢

者
地
域

2
　
発
展

さ
せ
る
ね

ら
い

老人クラブ同士や単位町内会を越えたつなが
りを強化するために、実行委員会形式をとり、
地区全体の取り組みとして生麦散歩を企画・
開催する。

・各老人クラブから数名ずつ実行委員を選出して企画・運営をともに行
う。生麦散歩当日は、参加者同士が企画を通じて交流の機会となるよ
うに配慮する。
・5月、10月、3～4月（年2～3回）
・生麦第一地区老人クラブと共催

地
域

1
　
優
先

的
に
取
り

組
み

2019年度生麦地域ケアプラザにて何かしらに
ボランティアに参加していただいた方を集め交
流の機会にするとともに、新たな活動のきっ
かけを見つける機会とする。

・活動団体による催しや簡単なゲーム、お茶とお菓子でお茶会。
・会場：生麦地域ケアプラザ
・年1回　3月32 ボランティア感謝

会・交流会
平成27
年度
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31 ケアプラザまつり
平成24
年度
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1
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り

組
み

ケアプラザに来たことの無い人が足を運ぶきっかけ、ケアプラザの存
在、働きをより広く周知する機会とする。・近隣地区センター、地域活
動ホーム３館合同での秋祭り。ケアプラザ利用者（自主事業参加者、
貸室利用団体）が、団体の枠組みを超えてボランティア活動する子ど
もから高齢者まで誰もが楽しめて、健康を見つめ直したり、地域で年
齢を超えた交流の場とする。

・近隣地区センター、地域活動ホーム３館合同での秋祭り。模擬店、バ
ザー、物品販売、子ども向けゲーム、健康測定等
・会場：生麦地区センター、ふれあいの家、生麦地域ケアプラザ
・毎年11月第2土曜日・日曜日

地
域

2
　
発
展

さ
せ
る
ね

ら
い

ケアプラザを利用している登録団体相互の交
流の機会を確保し、団体同士のつながりを強
化する。

・同じ地域で活動している団体が一同に集い、交流の時を持つ。
互いの活動を知り、新たな出会い、情報交換を通して、更なる活
動、発展のきっかけ作り。
・会場：生麦地域ケアプラザ
・年1回　9月

30 団体交流会
平成26
年度
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29 なまちゃんプログラ
ム

平成27
年度
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共
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2
　
発
展

さ
せ
る
ね

ら
い

「勉強だけでなく地域の方から色々なことを身近なケアプラザ
で学びたい」という声を受けて事業開始。学齢児童の長期休
暇中に、地域にお住まいの方の得意分野を活かした各種イ
ベントを実施する。地域の方との世代を超えた交流の機会と
してだけでなく、子どもの見守りの機会ともする。

・地域にお住まいの方の得意分野を活かした昔遊びや食育活動など
様々なイベントを行い、長期休暇中の学齢児童の見守り、世代間交流
や地域活動の機会。
・会場：生麦地域ケアプラザ
・定期的に実施

地
域

2
　
発
展

さ
せ
る
ね

ら
い

夏休み期間中、毎朝ラジオ体操を行い、健康
づくり、世代間交流、担い手育成を目的として
実施する。

・ラジオ体操第一・第二を行い、暑さに負けず健康な体づくり、夏休み
期間中の生活リズムを整えることを促す。また、こどもからお年寄りま
で、世代を超えて地域で交わりの時を持つ。体操前後には、清掃や植
木への水やりを行う。
・会場：地区センター中庭
・7月～8月　計34回

28 元気モリモリ！ラジ
オ体操

平成28
年度

７
　
共
催

（
１
と
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と
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）
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